
和
歌
山
・
野
田
地
区
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
和
歌
山
県
有
田
郡
吉
備
町
野
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
五
月
を

一
九
八

一
年

（昭
５６
）
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
和
歌
山
県
教
育
委
員
会

ｏ
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
井
保
夫

・
渋
谷
高
秀

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

・
水
田
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
先
土
器
時
代
を
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

野
田
地
区
遺
跡
は
、
有
田
川
下
流
域
左
岸
の
沖
積
平
野
と
河
岸
段
丘
上
に
位

置
す
る
。
標
高
は
約

一
三
を

一
五
ｍ
を
測
る
。

発
掘
調
査
は
、
海
南

・
湯

浅
道
路
建
設
工
事
に
伴
い
、

日
本
道
路
公
団
よ
り
委
託
を

受
け
て
実
施
し
た
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、

段
丘
と
沖
積
平
野
の
境
界
部
、

め
　
沖
積
平
野
上
に
掘
削
さ
れ
た

鮪
　
一〇
条
の
溝
群
で
あ
る
。
層

位
、
流
路
を
変
え
、
流
れ
を

有
し
て
い
た

一
〇
条
の
溝
群
は
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の

長
期
間
に
わ
た
る
。
溝
群
の
所
属
期
間
は
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
を
布
留
式
期

の
も
の
が
三
条
、
奈
良
時
代
後
半
ｉ
平
安
時
代
中
期
の
も
の
が
三
条
、
平
安
時

代
中
期
か
ら
室
町
時
代
に
至
る
も
の
が
四
条
あ
る
。
溝
群
は
、
そ
の
位
置
、
規

模
、
堆
積
状
況
な
ど
よ
り
判
断
し
て
、
幹
線
と
し
て
の
機
能
を
担

っ
て
掘
削
さ

れ
た
農
業
施
設
と
し
て
の
構
と
想
定
さ
れ
る
。
沖
積
平
野
と
河
岸
段
丘
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
有
田
地
方
の
、
沖
積
平
野
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
開
発
の
表

現
で
あ
る
一
〇
条
の
溝
群
は
、
多
岐
に
わ
た
る
問
題
を
提
起
す
る
。
溝
建
設
の

背
景
を
構
成
す
る
、
労
働
力
編
成
、
土
木
技
術
、
用
水
管
理
、
建
設
の
主
体
者

な
ど
の
問
題
と
共
に
、
溝
内
出
土
遺
物
で
あ
る
土
器
類
、
木
器
類
の
編
年
の
問

題
、
ま
た
出
土
遺
物
が
示
す
周
辺
遺
跡
群
の
特
質
な
ど
で
あ
る
。

奈
良
時
代
後
半
代
か
ら
平
安
時
代
中
期
に
属
す
る
三
条
の
溝
群
か
ら
は
、
人

形
九
点
、
木
簡

一
点
、
木
札

一
点
な
ど
官
衛
的
色
彩
の
濃
い
遺
物
が
出
土
す
る
。

墨
書
の
あ
る
位
牌
ω

。
折
敷
②
が
出
土
し
た
の
は
、
標
高

一
二

・
六
ｍ
で
検

出
し
た
溝
か
ら
で
あ
る
。
溝
は
、
幅
二

・
五
ｍ
、
深
さ
○

・
五
ｍ
を
測
り
、
両

肩
に
は
、
径

一
五

伽
前
後
の
丸
杭
を
垂
直
に
打
ち
込
み
、
護
岸
し
て
い
る
。
溝

内
堆
積
土
は
、
大
き
く
二
層
に
分
か
れ
る
。
下
層
は
、
灰
色
土
と
砂
層
の
互
層
、

上
層
は
砂
層
と
砂
礫
層
の
互
層
で
、　
一
四
世
紀
を
前
後
す
る
と
お
も
わ
れ
る
遺

物
を
含
む
。
折
敷
は
、
下
層
の
灰
色
土
よ
り
、
位
牌
は
上
層
の
砂
層
中
よ
り
出

上
し
た
。
ま
た
六
字
名
号
を
書
写
し
た
八
百
点
余
り
の
笹
塔
婆
は
、
上
層
の
砂

礫
層
上
面
で
一
括
出
土
し
て
い
る
。
他
に
、
完
形
の
瓦
器
椀

・
曲
物

・
漆
塗
皿



1981年出上の木簡

五
点

・
箸

・
焦
な
ど
多
量
に
出
土
す
る
。
出
土
遺
物
は
一
般
の
集
落
跡
な
ど
と

は
異
な
っ
て
、
寺
院
跡
に
関
連
す
る
も
の
が
多
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ｏ

二

重

く

く

楽

」

。
「
　

て

く

衰

」
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９
　
関
係
文
献

和
歌
山
県
教
育
委
員
会

『
野
田

・
藤
並
地
区
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
　

一
九
八

一
年

（渋
谷
高
秀
）

和
歌
山
・湯
川
神
社
境
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
和
歌
山
県
御
坊
市
湯
川
町
小
松
原
四
三
十

一

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
一
年

（昭
５６
）
七
月
ｉ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
御
坊
市
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
哭
　
一二
郎

・
久
只
　
健

５
　
連退
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
ｉ
戦
国
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
標
高
六
ｍ
の
微
高
地
に
築
か
れ
た
館
跡
で
、
敷
地
の
周
囲
を
め

ぐ
る
幅
約
七
―

一
一
ｍ
の
堀
を
合
め
て
東
西
約

一
三
〇
ｍ
、
南
北

一
八
〇
ｍ
の

規
模
を
有
す
る
。
室
町
時
代

に
有
田

・
日
高

・
牟
婁
郡

一

帯
に
勢
力
を
有
し
、
天
正

一

三
年

盆

五
八
五
年
）
豊
臣
秀

吉
の
南
征
軍
に
よ
っ
て
滅
ぼ

さ
れ
た
豪
族
湯
川
氏
が
構
え

劾
　
た
館
で
あ
る
。
現
在
湯
川
神

鯛
　
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
館
の
南

東
隅
で
堀
跡
の
一
部
が
残
存




